
197. 近江の古代寺院

研究の基礎資料11

平成 3年(1991) 8月31日発行の『滋賀文化財だよ

りjNo.188 r近江の古代寺院研究の基礎資料 1Jにおい

ーは「①伊香郡高月町松尾寺遺跡の軒丸瓦について」

Jよび「②東浅井郡湖北町立石遺跡の平瓦についてJ
を報告した。シリーズ第 2回目の今回は「③彦根市高

宮廃寺の軒平瓦について」を報告したい。
たかみやはいじ

③彦根市高宮j亮寺の軒平瓦について

高宮廃寺は琵琶湖東部の彦根市高宮町地先に所在す

る。高宮町は『和名抄』に見える犬上郡「高宮郷」の

遺称地とされJ近江国注進風土記Jに「高宮郷、 犬上J、
『左京大夫顕輔卿集jr長秋詠藻Jには「高宮里Jr高

宮郷Jとみえている。犬上JIIと芹J11 (不知也}l1)の間

に位置する当地は、はやくから開けた地域として都に

知られ、 f万葉集』巻11の「犬上の鳥鑓の山にある不知

也川不知とを聞こせわが名告らすなJ以来、多くの歌

に詠まれてきた。

当地はまた古代においては東山道が通過した交通の

要地でもあり、壬申の乱の際には大友側が「犬上川の

浜に軍Jし、大海人側は「近江の将秦友足を鳥箆山に

|ご々 部、

討ちて斬Jっている (r日本書紀J天武天皇元年 7月2

日条、同 9日条)。

こうした歴史的環境にある当魔寺は高宮町の小字
ゅうぎょうづか

「遊行塚J付近に所在する。この地はもとは「田面よ

り一間程高くなってゐたが、明治四十四年に塔心礎と

賢しき柱受凹みのある巨石及び他の一個の礎石を掘り

出したといひ、その後は残部が高さ二米、周圏十八尺

の塚状をなし、瓦片を潜めつ〉形を保ってゐた。Jとい
う。これは昭和11年 (1936)刊行の f滋賀綜史蹟名勝

天然紀念物概要J①の記述であるが、向蓄はつづけて

「昭和十年十二月道路建設のため土除りをしたとき、

礎石四個東西及び南北に並列してゐるのを義見したが、

これは明治四十四年のこ個と共に塔の礎石配置の西半

分を形成することが判明した。Jと述べている。

その小字「遊行塚」の地はおおむね現在の国道 8号

線高官交差点の信号西北側の高齢、殿付近にあたるが②、

昭和33年 (1958)の『高宮町史J③刊行時においてすで

に f近年まで高宮町の人家の北端を西に折れる小泉道

の北側に、高さ七、八尺、広さ僅かー畝ほどの雑木の

生えた高地に遺跡をとどめ、布目瓦の破片が散乱して

いたと聞くが、今は開拓されて、面影をしのぶべくも

ないjと述べられる状態であった。問書はまた数個の

礎石が「高官小学校講堂の前に保存されているJと記

すが、現在ではそれを確認することができない。

図-1 高宮廃寺と関連遺跡の位置 (1:50，000) A :高宮廃寺， 8 竹ヶ鼻廃寺， C :正法寺瓦窯跡
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